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§平成２９年度活動報告＆決算報告＆３０年度の活動計画§  

理事長 都築雅彦 

【平成 29年度 活動報告】 

１、会員状況：平成 30年 3月末現在の会員状況 

 正会員：27名 一般会員：21名 賛助会員：2名  計 50 名 

２、役員体制：任期は全員平成 31年 6月 30 日まで 

理事長：都築雅彦 副理事長：尾身衛男 理事：伊原厚司 、澤間譲治  

監事：松﨑光男 

３、平成 29年度活動報告 

平成 29 年度は、重要文化財「明治丸」の来船者が 10,000 人を超え、百周年記念

資料館、明治丸記念館の公開事業も定着した状況にあり、当塾としては、ホームペ

ージの充実、機関誌「Ocean」の発行などによる広報活動、「明治丸」の保守業務を

始め大学側関係事業への支援活動、江東区、海事普及会など他団体との協業活動を

積極的に実施した。 

（１）海事思想啓発事業（ホームページの運営、機関誌の発行等の活動） 

㋑ 明治丸海事ミュージアムと連携してホームページを充実し海事情報を提供、活

用できるようにした。 

㋺ 機関誌「Ocean」を会員向けに発行した。 

（２）海事意識教育事業（セミナー、講演会等による海事事情の周知拡大活動） 

㋑ 海事普及会と共催し、天文教室、横浜港研修を実施。 

㋺ 江東区観光協会と協業により「まちあるきツア－」の江東区文化観光ガイドに、

「明治丸」研修会を実施。 

㋩ 海洋会ボランティアクラブ向けに明治丸ガイドブック改訂版を作成、納入した。 

（３）海事文化財利活用促進事業（明治丸及び海事文化財の利用・活用に関わる活動） 

㋑ 視覚障碍者を対象に「明治丸に触れるツアー」を実施。 

㋺ 文京区ボーイスカウト（小学生）を対象に明治丸特別ツアーを実施。 

（４）海事文化財整備保全事業（明治丸等の海事文化財を維持保全する活動） 

㋑ 前年度からの継続で「明治丸」船体内部の清掃・設備類の保守業務を実施。船

内大掃除を一般会員の協力を得て実施。 

（５）物品販売事業 

㋑ 寮歌 CD復刻版、「明治丸」缶バッジ「明治丸観覧記念品」（食器等）を販売中。 

【平成 29年度決算概要】 

 期初収支計画は、収益の 10%ほどの益を予測していたが、明治丸海事ミュージアム

機構の予算削減による活動縮減により、保守整備の作業料金値下要求と、ライトアッ

プの取り止めとなった。この為、計画していた収益が得られず、決算は 18万円余の赤

字決算となり、前期からの繰り越し財産を取り崩すこととなった。 
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【平成 30年度活動計画】 

 大学越中島キャンパスにおいて明治丸海事ミュージアム事業は、唯一の一般向け事

業であり、今まで同様に協力、協業を進展させることとしたい。 

前年度までの活動により関係先との協業関係が進展しており、江東区を中心に周辺

観光協会、学校等との関係を拡大していくこととしたい。 

事業計画 

（１）海事思想の啓発事業 

① ホームページの更なる充実。来訪者、利用者へのサービス内容を拡充する。 

② 機関誌「Ocean」の品質（体裁、内容）の向上。 

（２）海事意識の教育事業 

 海と船に関係する団体などへ、大学所有の施設、教材の利用拡大（プラネタリュ

ウム、資料館機器類の活用）明治丸関連施設の利用の誘致、「海洋教室（仮）」等の

開催などを検討。 

（３）文化財の利活用促進事業 

① 江東区観光協会主催「まちあるきツアー」事業を提携しているが、隅田川対岸の

中央区を含めた「観光協会」との協力関係も構築をも計画したい。 

② 視覚障碍者が実物の大型鉄船に触れて実際の船を知ってもらうための「タッチン  

グツアー」を前年より実施しているが、各区の団体にも発展することとしたい。 

③「百周年記念資料館」展示物については、ボランティアクラブ有志によって「動

くものは動かせる」展示品になるよう手入れが始まっているが、当塾としても海事

ミュージアムと協調して展示状態のグレードアップに協力、実施していきたい。 

④ 記念日等における明治丸のライトアップの実施については、大学側の予算削減で

昨年は中止となったが、当塾の業務として実施してきた経緯もあり、今後もこの関

係を維持していくこととする。 

⑤ 江東区協働事業への参画 

昨年度に江東区協働事業に応募したが、初回でもあり参画はかなわなかった。 今

後はこの関係を深めて協業体制を進めることとしたい。 

（4）文化財の整備保全事業 

  明治丸保守整備については、今年度より上甲板保守作業が追加できたので、今後は

船体全体の保守補修作業を実施することとしたい。（作業の効率化が必要） 

（５）物品販売事業（利活用促進事業） 

「缶バッジ」3 種,、「明治丸観覧記念グッズ（大皿、小皿、マグカップ）」の他に

も商品の取り扱いについても検討していきたい。 

（６）「海洋会越中島支部」活動への協力の維持。 

越中島支部（海洋工学部）（准員＝在学生）の活動を支援する目的で、支部活動に

協力することとしたい。 
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§吟詠のこころ§                  正会員 北沢昌永 
 

 大声をたてて笑い、大声を張り上げて歌えば心身の健康に大いに宜しいと云われて

いる。殊に、高齢老人にとっては効能大と評されている。 

 

 さような事をやらせている看板が街角にやたらと目につく。きっと可成りうまい商

売に違いない。 歌謡曲の伴奏に合わせて歌わせるこのカラオケビジネスは我が国発

生らしいが、いま東南アジアを初めとして世界に広がりつつある。 

 かつて、北京のホテルのロビーで「北国の春」の唄が日本語と、中口語で流されて

いて、奇妙に感じたが、いまやこんなことは普通になっている。 

 

 健全娯楽として誠に結構な事だが、過ぎたるは及ばざるが如し。弊害も多く出てい

るようだ。 

 こうした世相の中、有閑高齢者に密かにもてているのが詩吟である。独特な節回し

と 

高低の唸りがジーンと腹に響くのだ。これこそが心身の健康に良いと信ぜられている。 

 我が国古今の詩のほか漢詩、唐詩などが多数吟じられている。 

街角の独演歌謡曲とは異なって文化的で高尚な味がある。 静かな場所で尺八、箏の

音に合わせて唸るこころは絶妙である。 

 

 詩吟教本の序に吟道精神として次の文がある。 「朗吟は邪まな心を清め、血のめ

ぐりを正し、精神を流通してその中和の徳を養って気質の偏りを救うものなり。云々」

と。 

 なにか良いことずくめの様だ。 

個人として勝手に唸るのは自由で、他の干渉は受けない。だが、そこには堅苦しい規

則、規律がある。 

  

東京に総本部があり日本全国に支部が置かれ師匠や先輩吟者が指導している，もちろ

ん無償ではない。 その会誌を見ると多々役職名が連なり、あたかも軍隊組織の様だ。 

 会長，総師範以下、数段階に亘る資格が有って、一般の初心者は修業歴、練度によ

って資格試験が受けられ、認定料を払い上位に進むのである。 

 中央本部が出版している吟詠読本には和漢の詩が掲載され、そこには楽譜が付され

ている。これは口伝による習得が必要であり、音楽の音符とは異質である。なかなか 

難しい。だから個人が勝手に唸るのは詩吟ではない。このような事は謡曲、長唄など

にもある。堅苦しい芸事は敬遠されそうだが、弱い人間はやはり承知しつつも容認し、

巻き込まれてしまう。以上のようなことを承知の上,吟詠の楽しみに浸っている者も多

い。 

 

 



 

4 
 

唐の詩人干武陵の勧酒と題する五言絶句がある。 

  ｛君に勧む金屈酒、満酌辞するをもちいず。花開いて風雨多し、人生別離足る｝ 

  「黄金の杯になみなみ注いだこの酒を君よ辞退などしないでくれ、花咲けば風雨   

が邪魔をする。人生もまた会えば別れが必ず訪れるもの。それが人生というも

のだ。と、なれば酒を飲まずにおられようか」 

この詩の口語意訳を作家井伏鱒二が次の様にしている。 

  「この杯を受けてくれ、どうぞなみなみ注がせておくれ、 

                花に嵐の例えもあるぞ。さよならだけが人生だ」 

人生の邂逅と別離の定めを２０文字に表したこの詩は盛唐時代に詩仙,詩聖と呼ばれ 

李白、杜甫などに比して目立たぬ干武陵が世に知られた一首である。 

  


















































